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堺市ごみ減量化推進員ニュース

　この度、ごみの減量化・リサイクルの取組をわかりやすく皆さんに知っていただくため、
ごみ減量化推進員ニュース「ムーやんのごみ減量だより」を発行することになりました。
推進員の活動として回覧・掲示等で地域の皆様への周知にご活用ください。
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リサイクル可能な紙類や布類は、生活ごみ全体の6分の1を
占めています。きちんと分別してリサイクルすることで、
「ごみ」ではなく大切な「資源」として生まれ変わります。
地域の集団回収や民間事業者による拠点回収等を活用し、
リサイクルにぜひご協力ください。

紙類・布類のリサイクル方法

食品ロス削減にご協力を
まだ食べられるのに廃棄されてしまう食品を、「食品ロス」といいます。
日本の食品ロス量は年間464万トン。これを国民一人あたりに換算すると、「おにぎり一個分
(約102グラム）の食べ物」を毎日捨てていることになります（令和5年度の推計値）。
日本の食料自給率は現在38％（令和5年度カロリーベース）で、多くを輸入に頼っていますが、

その一方で、食べられる食料を大量に廃棄しているという現実がある
のです。
食品ロスの削減には、わたしたちそれぞれが「もったいない」を意識し
て行動することが大切です。

SAF（サフ）とは、Sustainable Aviation Fuel （持続可能な航空燃料）の略称です。
バイオマス燃料や廃食用油、プラスチックごみなどから製造されます。原油ではなく、ごみとして捨てられていたもの
や再生エネルギーが原料となり、今までの航空燃料に比べてCO₂の排出量をおよそ80%削減することができます。

SAFって知っていますか？

実施されていない地域の皆さんも集団回収を始めてみませんか

集められた廃食用油は、堺市西区にあるコスモ石油
堺製油所構内の製造工場でSAFになります。製造さ
れたSAFは、航空機の燃料として使用されます。

堺市環境マスコットキャラクター
「ムーやん」

● どうやって燃料に？

使い終わった食用油※を、冷ましてから空のペットボトルに入れ
てください。もれないようにしっかりふたを閉め、回収場所の
ボックスに入れてください。

● 持込み方法は？

回収場所は
　　コチラ→※家庭から出る植物性の食用油に限ります。
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1回程度しか使用しない使い捨てプラスチックは本当に必要ですか？
使い捨てプラスチックの削減には一人ひとりの心がけが大切です。

「4R」とは、4つの言葉の英語の頭文字（R）をとった、ごみを減らすためのキーワード
です。優先度の高い、①～④の順に、継続的に行動することが大切です。

2 ReduceReduceReduce
リデュース

ごみとなる物が少なくなるように行動しましょう！

～げんりょうしよう～～げんりょうしよう～～げんりょうしよう～

こげくさいの「げ」

3 ReuseReuse
リユース

使わなくなった物は、
　　　　　他に活用する方法を考えましょう！

～くり返し使おう～～くり返し使おう～～くり返し使おう～～くり返し使おう～

こげくさいの「く」

1 RefuseRefuseRefuse ～ことわろう～～ことわろう～～ことわろう～

リフューズ

ごみになる物は発生源から断ちましょう！

～ことわろう～

こげくさいの「こ」

4 RecycleRecycle
リサイクル

資源は積極的にリサイクルし、
　　　　　　　　　有効活用を進めましょう！

～さい資源化しよう～～さい資源化しよう～～さい資源化しよう～
こげくさいの「さい」

優先順位の覚え方は

こ・げ・こ・げ・く・さいこ・げ・く・さい
だよ

環境業務課からのお知らせ

ごみ減量化・リサイクルに関する
パンフレットやチラシをご活用ください

活動例 ●出前講座の運営補助（司会・実演・準備など）

●イベントの運営補助

家庭におけるごみの4R運動の
推進のため、ごみの4R運動の
普及に意欲的な方を堺市4Rア
ドバイザーとして登録する制
度です。登録者には、出前講
座やイベントなどのごみの4R
運動の普及啓発に係る事業に
協力いただきます。

プラスチック削減 使い捨てプラスチック削減のためにできること

ごみの4R運動 ごみを減らすためにできること

買い物の際にはレジ袋をやめて、マイバッグ、マイバスケット等を使用する

コンビニなど、ふらっと立ち寄る買い物に備えて、小さく折りたためるマイバッグをいつも

携帯する

外出する際にマイボトルを持参する

お店で配布されるスプーンやフォークなどのカトラリーを断り、マイカトラリーを使用する

詰め替え商品を積極的に使用する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など、できることから始めましょう。
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